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【公開番号】特開2017-194016(P2017-194016A)
【公開日】平成29年10月26日(2017.10.26)
【年通号数】公開・登録公報2017-041
【出願番号】特願2016-84924(P2016-84924)
【国際特許分類】
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【ＦＩ】
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【手続補正書】
【提出日】平成31年3月25日(2019.3.25)
【手続補正１】
【補正対象書類名】特許請求の範囲
【補正対象項目名】全文
【補正方法】変更
【補正の内容】
【特許請求の範囲】
【請求項１】
　回転される回転軸と、
　前記回転軸に設けられるピストンロータおよび前記ピストンロータが配置されるシリン
ダを有するロータリー式の圧縮機構と、
　前記回転軸の軸周りに配置されるマフラと、を備え、
　前記マフラは、
　前記圧縮機構により圧縮された流体を内側に受け入れるマフラ本体と、
　前記回転軸または前記回転軸の軸周りに位置する軸受部との間に、前記回転軸の軸方向
に沿って前記マフラの外部へと前記流体を流出させる所定の長さの吐出流路を形成する流
路壁と、を備え、
　前記吐出流路は、
　前記回転軸の周方向の一部に位置する第１流路部と、
　前記周方向において前記第１流路部に隣接し、かつ、前記回転軸の径方向における寸法
が前記第１流路部よりも大きく、前記第１流路部よりも断面積が大きい第２流路部と、を
有し、
　前記第１流路部および前記第２流路部からそれぞれ流出した前記流体の圧力変動が干渉
して打ち消し合う、
ことを特徴とするロータリー圧縮機。
【請求項２】
　前記吐出流路は、複数の前記第２流路部を有する、
ことを特徴とする請求項１に記載のロータリー圧縮機。
【請求項３】
　複数の前記第２流路部の各々の断面積は、互いに相違している、
ことを特徴とする請求項２に記載のロータリー圧縮機。
【請求項４】
　前記吐出流路は、
　前記回転軸の軸周りの全周に亘り形成されており、
　前記周方向において交互に配置される複数の前記第１流路部と複数の前記第２流路部と
を有する、



(2) JP 2017-194016 A5 2019.5.9

ことを特徴とする請求項２または３に記載のロータリー圧縮機。
【請求項５】
　前記第２流路部を形成する前記流路壁の部分は、断面略Ｃ字状または断面略Ｖ字状に形
成されている、
ことを特徴とする請求項１から４のいずれか一項に記載のロータリー圧縮機。
【請求項６】
　回転される回転軸と、
　前記回転軸に設けられるピストンロータおよび前記ピストンロータが配置されるシリン
ダを有するロータリー式の圧縮機構と、
　前記回転軸の軸周りに配置されるマフラと、を備え、
　前記マフラは、
　前記圧縮機構により圧縮された流体を内側に受け入れるマフラ本体と、
　前記回転軸または前記回転軸の軸周りに位置する軸受部との間に、前記回転軸の軸方向
に沿って前記マフラの外部へと前記流体を流出させる所定の長さの吐出流路を形成する流
路壁と、を備え、
　前記吐出流路は、
　前記回転軸の周方向の一部に位置する第１流路部と、
　前記第１流路部よりも断面積が大きい第２流路部と、を有し、
　前記第１流路部が、前記第２流路部から径方向外側に突出している、
ことを特徴とするロータリー圧縮機。
【請求項７】
　前記第１流路部および前記第２流路部からそれぞれ流出した前記流体の圧力変動が干渉
して打ち消し合う、
ことを特徴とする請求項６に記載のロータリー圧縮機。
【請求項８】
　前記吐出流路の長さをｘ０、
　前記第１流路部における流速をｖ１、
　前記第２流路部における流速のｖ１に対する流速比をα、
　所定の周波数をｆ、と置くと、
　ｎが自然数であるとして、
　α＝ｎ（ｖ１／２ｆｘ０）＋１
が成立する、
ことを特徴とする請求項１から７のいずれか一項に記載のロータリー圧縮機。
【手続補正２】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】０００６
【補正方法】変更
【補正の内容】
【０００６】
　本発明のロータリー圧縮機は、回転される回転軸と、回転軸に設けられるピストンロー
タおよびピストンロータが配置されるシリンダを有するロータリー式の圧縮機構と、回転
軸の軸周りに配置されるマフラと、を備え、マフラは、圧縮機構により圧縮された流体を
内側に受け入れるマフラ本体と、回転軸または回転軸の軸周りに位置する軸受部との間に
、回転軸の軸方向に沿ってマフラの外部へと流体を流出させる所定の長さの吐出流路を形
成する流路壁と、を備え、吐出流路は、回転軸の周方向の一部に位置する第１流路部と、
周方向において第１流路部に隣接し、かつ、回転軸の径方向における寸法が第１流路部よ
りも大きく、第１流路部よりも断面積が大きい第２流路部と、を有し、第１流路部および
第２流路部からそれぞれ流出した流体の圧力変動が干渉して打ち消し合うことを特徴とす
る。
【手続補正３】
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【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】００５２
【補正方法】変更
【補正の内容】
【００５２】
　第２流路１０２の流速を基準とした流速比１／αにより、式（Ｉ）と等価な式を設定す
ることもできる。その式を用いて、第１、第２流路部１０１，１０２を設計することも許
容される。
【手続補正４】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】００５３
【補正方法】変更
【補正の内容】
【００５３】
　以下、上記の式（Ｉ）を得るプロセスについて説明する。
　第１、第２流路部１０１，１０２への流入時の位相が同一、および振幅が同一の条件よ
り、圧力変動ｐ１，ｐ２の波は式（ｉ）により表される。ｔは時間、Ｐは圧力波の振幅、
ｋ１，ｋ２は波数、ωは角周波数を示す。圧力変動ｐ１，ｐ２は、波数ｋ１，ｋ２のみが
相違する。
　ｐ１（ｘ，ｔ）＝Ｐｓｉｎ（ｋ１ｘ－ωｔ）
　ｐ２（ｘ，ｔ）＝Ｐｓｉｎ（ｋ２ｘ－ωｔ）　　　・・・（ｉ）
【手続補正５】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】００５４
【補正方法】変更
【補正の内容】
【００５４】
　ここで、第１流路部１０１における冷媒の流速をｖ１、第２流路部１０２における冷媒
の流速をｖ２と置くと、
　ｖ１＝ω／ｋ１　　　ｖ２＝ω／ｋ２　　　　　・・・（ii）
　ｖ１，ｖ２のうち相対的に速いｖ１を基準とした流速比をαと置いて、
　ｖ１＝αｖ２　　　（α＞１）
　式（ii）より、
　ｋ２＝αｋ１　　　　　・・・（iii）
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